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Abstract 
This paper describes the relationship between the occupation area and the score difference in 
football match. We developed the indices of the occupation area based on Voronoi tessellation and 
analyzed the log data of RoboCup Soccer Simulation (RCSS) 2D league. As a result, it was found that 
the indices can explain the score difference.




































ゲーム 9) の Voronoi 解析を行い、Voronoi 図
が試合の優勢・劣勢を表現可能であることを
示している。
筆者も既に Voronoi 図と Delaunay 図を用
いたサッカーの試合分析ソフトウェアの開
発を行っており、10)　ソフトウェアの動作確認
も兼ねて RoboCup Soccer Simulation (RCSS) 
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1 サイクルは 0.1 秒に相当する。また、各選
手はそれぞれ独立した人工知能を搭載した













































































































































2007 RCSS 2D リーグ Main Round の 49 試
合の内、外れ値である 4 試合を除いた 45 試合
について Voronoi 解析を行い、前節Ⅱ -4 で定
義した指標と得点差との相関分析を行った。






























































有面積比は、0.03 倍から 36 倍の範囲に収まっ
ており、4 つの指標の中では値の範囲が最も


















と得点差の関係について、2007 RCSS 2D リー






















関係（相関係数：0.59941, p 値 =1.36 × 10-5）
図６．得点差と重み付けされたチームの平
均占有面積比の関係（相関係数：0.70503, 
p 値 =6.42 × 10-8）
図５．得点差とボール保持者の平均占有
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